SURGICAL REPORT

Patient's name: 

Diagnosis for surgery: 左足関節離断性骨軟骨炎、左足関節内遊離体
Surgical procedure: 鏡視下関節鼠摘出術

Date: 
Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 
Duration of surgery: 

Blood loss: 


Blood transfusion: 


Fluid transfusion: ml

Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

全身麻酔下に患者を仰臥位とした。左下肢をアルコールガーゼで清拭後、イソジンで消毒した。air tourniquetの圧を280mmHgに維持して手術を開始した。弾性包帯で足部を5kgで牽引した。関節内に生食20mlを注射した。足関節を底背屈して関節を確認した。足関節の前脛骨筋やや内側に小円刃で約7mmの縦の皮切を加えた。皮下を鈍的に剥離して関節包を展開した。鋭棒を刺入して鈍棒に代えて関節内に刺入した。30°斜視鏡に代えて関節内を観察した。第3腓骨筋腱の外側に小円刃で約7mmの縦の皮切を加えた。皮下を鈍的に剥離して浅腓骨神経を損傷しないように関節包を展開した。鋭棒を刺入して鈍棒に代えて関節内に刺入した。関節内には径5mmほどの遊離体が3-4個あり、外側からヘルニア鉗子を刺入してこれらを摘出した。距腿関節外側に長さ8mm×幅5mmほどの遊離体を認めた。プローベで触知すると可動性を認めなかったが、明らかに距骨と脛骨の間でインピンジしていた。内果・距骨間や外果・距骨間および距腿関節後方を観察したが明らかな遊離体は認めなかった。距腿関節外側の遊離体の表面をシェーバーで切除した。鋭匙を用いて腓骨が確認できるまで切除した。脛骨前縁に骨棘を認めたため、シェーバーで切除した。足関節を他動的に動かしても関節内にインピンジするものがないことを鏡視下に確認した。関節内を生食1000mlで洗浄した。皮膚をスキンステープラーで閉創して手術を終了した。

術後単純X線像で関節内遊離体が無いことを確認した。麻酔からの覚醒が良好で、四肢の運動、感覚に異常がないことを確認して手術室を退室した。

